


















































































として、（1）累加的（additive rather than subordinative5）、（2）累積的（aggregative 
rather than analytic）、（3）冗長（redundant or ‘copious’）、（4）保守的（conservative 
or traditionalist）、（5）生活世界への密着（close to human lifeworld）、（6）格
技的なトーン（agonistically toned）、（7）参加的（emphathetic and participatory 
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rather than objectively distanced）、（8）恒常性維持的（homeostatic）、（9）状況


























































































































































読者層 広範囲 10 ～ 30 代（女性多）
情景描写 複雑 シンプル
登場人物 多い 4 人以内
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が使用されることが多い。累加的というスタイル上の特徴として、ケータイ
小説でみると、改行の頻度があげられよう。ケータイ小説では、システム的
な制約により 50 ～ 100 字以内で改行が共通的におこなわれている 14。
　シンプルなスタイルは、何も文章の長さと改行に限って言えることではな
い。登場人物にしても平均 4 名以内に設定し、情景を描写するにあたっては、





































































































































































































































































Mars hall McLuhan (1964). Understanding media: the extension of man. The MIT 
PRESS.
Walter J. Ong (1982). Orality & literacy: the technologizing of the word. Routledge. 
註
1 　National Communication Association では Communication and Technology と
いう分科会がある。







5 　煩雑さをなくすため、出典原書のページ数は省略した。詳細は、Walter J. 














8 　携帯電話の契約件数は 9200 万件を超える（「ケータイ文化」読売新聞














13 　ケータイ小説が書籍化される際のサイズ規範は、現在のところ 24 文字
x24 行である。これは単行本（本によって様々だが、45 文字 x20 行）とも




































The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 23（2011）
範となっている。これは html 文書に関して全般的に言えることであろう。
21 　書籍化された『赤い糸』は文字が赤で印字されている。黒が規範であ
る文芸書に対抗するかのような赤だが、これはタイトルの『赤い糸』を象
徴していることによる。一方、既存のスタイルとの衝突により新たなジャ
ンルが創出されるというバフチンのジャンル論に通じるものがあるが、こ
れに関する論議は別の機会に譲りたい。
22 　従来のペーパー小説でも、主人公と経歴が似ていたり、同じような境
遇にあったりする読者がその主人公にうまく感情移入できるようなケース
であると考えられる。
23 　改行そのほかのスタイルについても参考となるよう、原書のスタイル
のまま掲載している。
